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トイレのスリッパがとっても気になります。

６月に入り、１学期も折り返しを過ぎて、２週間後には１学期のまとめの時期に入ります。

さて、“すごい”子どもを見つけました。自分のトイレがすんだ後、自分が履いていたスリッパだけでなく、乱れているス

リッパ全部をきれいに揃えてくれている子がいました。

しかし、トイレのスリッパが揃っていないこともあります。私も“気がついた”ときには声をかけたり、揃えたりするよう

に心がけているのですが、「いつ見ても揃えられている。」ことは難しいです。

そこで、頑張ってくれている子を見習い、そんな子どもが増えてくれたらという願いから、写真にあるようなことをやって

みることにしました。あくまで“気がつく”ことが目的なので、書かれている“ことばの内容”は気にしないでください。

とはいうものの、ひとつずつ「思いついた意図」はあるのでふれておきます。

１つ目

「わーくわーくしずみん放送はじまるよ～。」と、いつもお昼の放送で流れています。それをもじって「わーくわーくしず

みんスリッパそろえよう。」としてみました。

２つ目

とある芸人さんの“ねた”で「・・・あるある、早く言いたい。」というのをもじって「トイレあるある早く言いたい、ス

リッパそろえて。」としてみました。

３つ目

「スリッパが言っていました。『そろえる』と幸せポイントがたまるらしい。」“スリッパをそろえてくれている姿”を見

た人は、必ず“ありがとう(心の中ででも）”と感じてくれているはず。人は“ありがとう”を言われるといい気持ちになれま

す。そんなことから考えました。

４つ目

３つ目と同じように「自分も周りの人も幸福な気持ちになれるといいな。」という気持ちを込めてつくりました。


